
女性起業家支援事業 【東松島市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 738 千円

交付金額 553 千円

事業番号 ２

なでしこ開成塾の受講者のうち２名が創業開成塾（補助金申請要件）を受講し、
来年度以降の起業、創業支援補助金申請へつながった。その他の参加者も継続
支援中。また、交流会においては起業後間もない方も参加いただいたことで、参
加者が自分事として話を聞けたことにより、夢だったものが、現実の目標へ変
わったことにより、起業準備を進めることが出来た。

【なでしこ開成塾】女性起業家育成のため、起業に興味を持っている女性を対象
に、起業の基礎知識を習得するセミナーを開催：受講者７名

【交流会（創業者の話を聞く会】なでしこ開成塾参加者を中心に、市内で起業し
た方の店舗を訪問し、起業体験談や起業する際の心構えを聴講。また、参加者
同士が互いに相談し合える環境を作るため、ネットワーク構築を図った。：参加者
９名

【女性事業者マップ作成】 本市で起業支援を行った女性事業者の店舗情報等
を紹介するマップを作成し、起業に興味を示している女性に対しての起業機運を
高めた。
上記参加者等の起業等に関する相談対応

本市の起業に関しては、創業セミナーや創業相談会を受講した創業支援対象
者のうち、実際に創業する割合が低く、特に女性の創業割合が低い傾向にある。

同交付金を活用した「女性ミーティング事業」の担当課と、同事業参加者と本事
業の参加者相互に事業の案内を行うなど、連携を図った。

また、「東松島市特定創業支援等事業」において、創業セミナーや相談支援対
応を委託している民間会社と連携し、女性の起業希望者へ、既存事業（補助金
等）の案内を含めた起業支援を行った。

その他、東松島市商工会や宮城県よろず支援拠点の専門家等と適宜連携して
情報共有を図り、事業を実施した。

起業に興味を持っている参加者が、実際に起業する（できる）までの伴走支援や
起業後間もない方々へのフォローアップが必要と考えるが、成果が見えづらい部
分でもあり、女性起業家のみ支援を行うわけにはいかないことから、地方公共団
体としての支援をどこまで行うか（行えるか）研究が必要。

【目的】

起業家支援のため、初期段階から創業後間もない時期までの伴走支援体制を
作り、知識・ネットワーク・課題解決等の支援を行い、創業率を向上させる。

【目標】 【実績】
・セミナー受講者：８名 ・セミナー受講者：７名
・交流会参加者：８名              ・交流会参加者：９名



事業の概要

○なでしこ開成塾の開催
女性起業家育成のため、起業に興味を持っている女性を対象に、企業の基礎知識を習得するセミナーを開催した。
日程・内容は下表のとおり。（１回の講座時間：３時間半）

６月２７日（木） ７月２日（火） ７月８日（月） ７月１６日（火） ７月２５日（木）

・私らしい起業はど
んなカタチで？

・自分の棚卸で手
の中の小鳥を見つ
けよう

・リスクをコントロー
ルしながらはじめ
るワクワク起業

・私の事業をカタチ
にしよう

・誰に、何をどのよ
うに

・お客様のニーズ
を確かめる方法

・良いお客様と優し
い関係を作る

・私の商品が売れ
る仕組みを作ろう

・商品・サービスの
価値の伝え方

・あなたから買いた
いと言われるため
に

・大事な創業資金
や開業の手続きを
知っておこう

・起業後の経理や
事務処理

・企業を支援してく
れる仕組みや団体

・私の夢プランを発
表しよう
・プラン作成

・先輩の起業体験
談

○交流会（創業者の話を聞く会）の開催

企業希望者や女性事業者への事業に必要な知識の習得及び参
加者同士の横のつながり（ネットワーク）を構築して、互いに相談し
あえる環境を作るフォローアップを行った。

市内で起業した３名の店を訪ね、起業に至るまで起業してからに
ついて直接話を伺った。

○女性事業者マップの作成

起業に興味を示している女性に対しての起業機運を高めるため
に、市内女性事業者の店舗情報等を紹介するマップを作成した。
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